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Ⅰ．はじめに 

 

１．研究の背景 

 地球レベルの人口増大と砂漠化の進行は、世界各地で民族紛争をもたらし、移民の

増大とテロの頻発という事態を誘発している。そのような状況を背景に、生活の安全

に対して敏感になった人々が求める安心を確保できる居住地としてのゲーテッド・コ

ミュニティ（以下、「GC」という。）が、1990 年代から米国を始め世界で急速にその

分布を拡大させていることが知られている。 

 著者は、1990 年代初めに在住したフィリピンのマニラ首都圏において、GC という

ユニークな居住地形態が一般化している様子に興味を抱き、研究課題として取り組ん

だ。その成果を 1996 年に東京大学工学部に学位論文として提出するとともに、翌 1997

年には GC の分布状況をフィリピン国内のみならず世界各国に尋ねた論文１）を取りま

とめて学会発表を行った。その中で、このような閉ざされた住宅地の成立には文化的

な要因が最も大きく寄与しており、それに経済的要因と治安の悪さという社会的要因

が重なってその数を増大させているのではないかと結論している。 

本研究は、それから 20 年が経過して普及が急速に進む GC の分布状況を把握し、そ

の存立に影響を与えている因子を再確認することを目的としている。このような特徴

的な都市のサブシステムの存否とその背景を分析することによって、都市の形態を決

定づけている原理の一端を明らかにできるのではないかと期待するものである。 

 

２．用語の定義 

20 数年前に研究に着手した時点では、同種のシステムは世界 10 数か国で確認でき

たが、各国における呼称は様々であった。米国では Gated Community(GC)と言われ

ていたが、フィリピンでは Exclusive Subdivision や Exclusive Village あるいは単に

Village という呼称が用いられ、いずれも国際的に通用する用語とは言えなかった。そ

こで、独自に「囲郭居住システム（EHS: Exclusive Habitation System）」という呼称

を創出して用いた。 

当時、EHS を次の５条件で定義していた。 

① 計画性：開発・分譲が計画的に行われたもの 

② 用途：住居用途に利用されていること 

③ 規模：２以上の建築物より構成されていること 

④ 建築形態：主に一戸建ての家屋で構成されたもの 

⑤ 入構制限：壕やフェンス・壁などの囲郭と、出入口に設けられた検問所で、一般者

の立入りを物理的に制限しているもの 

その後、米国国内において GC が飛躍的に増加するとともに、他国でも導入が進む
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と、複数の書籍が刊行され（例えば、参考文献２）～６））、用語としてもこの GC が

一般化した。従って、以下では用語としては GC（ゲーテッド・コミュニティ）を用

いることにする。ただし、単に GC という用語を用いると、集合住宅の周囲を塀など

で取り囲んだものや、ゴルフ場やヨット・ハーバーの敷地内に分譲別荘が並んだもの

なども範疇に入れることが多いため、研究の一貫性を保つために、①～⑤の定義は変

えず、これを「戸建て住宅型ゲーテッド・コミュニティ（HGC: Horizontal Gated 

Community）」と呼ぶことにする。英名は参考文献７）の類例に倣ったもので、高層

住宅型(Vertical)との対比で Horizontal を用いている。 

 

３．研究の位置づけ 

筆者の研究１）後、フィリピン国政府から筑波大学に留学しておられたケネス・タナ

テ氏が博士論文として、フィリピンのマニラ首都圏における GC 居住者の意識調査を

行い８）、生活環境評価を行った論文９）を発表している。また、マニラ首都圏における

GC の分布傾向や開発・管理に着目して内部実態の把握を試みた河原らの論文 10）があ

り、2008 年度の都市計画学会論文賞を受賞している。 

海外では、各国の GC の分布や特性に関する把握・分析に努めた論文は多いが、統

一的なルールの下に GC の国際分布を調査し、その存在の要因を見出そうとした研究

に出会うことはなかった。 

 

 

Ⅱ．研究内容 

 

１．HGC の国際分布 

（１）調査結果 

平成 28 年度に行った HGC の国際的な分布調査の結果を整理したのが、表－1 であ

る。1995 年欄に示すのは、原初研究の上記修正後の調査結果と、有意性が確認された

２指標の値であり、2017 年欄に示すのは、この度の調査結果と後に述べる分析結果か

ら、有意性が高かった２指標である。現時点で HGC が存在すると判断した国の数は

80 か国、存在しないと判断した国の数は 49 か国で、計 129 か国の情報が入手できた。 

 日本における HGC の有無については、Wikipedia や不動産サイト等でそれらしく

紹介されているものを一つ一つ検証した。類似性が高いもの、不動産会社が販売戦略

としてセキュリティーを強調するのに GC であることを謳っている例は見られたが、

イメージ的なゲートであったり、周囲が囲われておらず実際には出入り自由であった

り、リゾート地内の分譲別荘であったりで、結果的に現時点で①～⑤の条件に該当す

るものは発見できなかった。このため、わが国は「無し」と判定している 11）。 
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表－1 戸建て住宅型ゲーテッド・コミュニティの国際分布（1995・2017 年） 

HGC
有無

殺人事件
発生率

GNP/cap
HGC
有無

殺人事件
発生率

ジニ
係数

HGC
有無

殺人事件
発生率

GNP/cap
HGC
有無

殺人事件
発生率

ジニ
係数

アジア ヨーロッパ
バングラデシュ × - 0.20 〇 3.1 32.1 アルバニア 〇 4.5 34.5
ブータン 〇 1.9 38.7 アルメニア 〇 2.2 30.9
ブルネイ 〇 2.4 オーストリア × 2.3 19.24 × 0.8 26.3
カンボジア 〇 2.4 37.9 ベラルーシ × 6.2 27.2
中国 × 1.9 0.73 〇 1.1 47.3 ベルギー × 2.2 15.44 〇 1.9 28.0
インド 〇 3.5 0.35 〇 3.6 36.8 英国 × 2.2 16.07 〇 1.0 32.3
インドネシア 〇 0.9 0.56 〇 0.6 36.8 ブルガリア × 1.7 45.3
日本 × 1.0 25.43 × 0.4 37.9 チェコ × 2.0 3.14
韓国 × 1.5 5.40 〇 0.9 31.1 デンマーク × 4.6 22.09 × 0.8 24.8
ラオス 〇 7.1 36.7 フィンランド × 0.6 26.07 × 2.1 26.8
マレーシア × 1.9 2.34 〇 4.3 46.2 ユーゴスラビア × 5.4 3.06
モルディブ × 3.5 37.4 フランス × 4.4 19.48 〇 1.2 30.6
モンゴル × 9.7 36.5 ドイツ × 3.9 22.73 × 0.8 27.0
ミャンマー × 4.9 - 〇 4.2 ギリシャ × 2.0 6.00 × 1.7 34.3
ネパール × 2.2 0.17 〇 2.9 32.8 ハンガリー 〇 3.1 2.73 〇 1.4 24.7
パキスタン 〇 5.6 0.38 〇 7.9 30.6 アイスランド × 0.9 28.0
フィリピン 〇 30.9 0.37 〇 9.1 44.8 アイルランド 〇 0.9 33.9
シンガポール × 1.5 12.31 〇 0.3 46.3 イタリア × 6.4 16.85 〇 0.9 31.9
スリランカ × 11.6 0.47 〇 3.4 49.0 カザフスタン 〇 8.8 28.9
タイ 〇 9.5 2.34 〇 5.0 39.4 コソボ × － －
ベトナム × - 0.21 〇 37.6 キルギス × 9.1 33.4

平均 5.9 3.66 3.7 38.7 リトアニア 〇 6.9 35.5
オセアニア ルクセンブルク × 0.8 26.0

オーストラリア × 4.5 17.08 〇 1.1 30.3 マルタ × 0.7 27.1
トンガ王国 × － 1.01 モナコ × － －
キリバス × 8.0 － モンテネグロ × 3.4 24.3
マーシャル × 4.7 － オランダ × 14.8 17.33 × 0.9 30.9
ニュージーランド × 4.1 12.68 × 0.9 36.2 ノルウエー × 2.2 25.0
パラオ × 3.1 － ポルトガル × 1.1 38.5
ナウル共和国 × 25.0 9.09 ルーマニア × 1.5 27.4
パプアニューギニア × 7.9 0.86 × 10.8 50.9 ロシア × 9.6 42.0

平均 10.4 8.14 4.8 39.1 サンマリノ 〇 － －
アメリカ スロバキア 〇 1.8 26.0

米国 〇 9.4 21.70 〇 4.7 45.0 スロべニア × 0.8 23.7
カナダ × 5.7 20.45 × 1.5 32.1 スペイン × 2.4 10.92 × 0.8 32.0
アルゼンチン 〇 6.0 45.8 スウェーデン × 7.0 23.68 × 0.9 23.0
バハマ 〇 － － スイス × 3.2 32.79 × 0.6 28.7
バルバドス 〇 － － タジキスタン × 1.6 32.6
ベリーズ × 39.2 － ウズベキスタン × 3.2 36.8
ボリビア 〇 10.0 47.0 バチカン 〇 － －
ブラジル × － 2.68 〇 23.4 51.9 平均 4.2 16.10 2.5 30.2
チリ 〇 3.7 52.1 アフリカ
コロンビア 〇 40.5 1.24 〇 33.6 55.9 ベナン × 6.3 36.5
コスタリカ 〇 10.0 50.3 ブルキナファソ 〇 9.8 39.5
キューバ × 3.2 2.97 × － － コートジボワール 〇 12.2 41.5
ドミニカ共和国 〇 11.9 1.94 〇 24.8 47.2 コンゴ民主共和国 〇 10.4 －
エクアドル 〇 15.4 48.5 ジブチ ×
エルサルバトル 〇 69.9 46.9 エジプト × 1.6 0.60 〇 3.4 30.8
グアテマラ 〇 38.6 55.1 赤道ギニア 〇 3.5 －
ハイチ 〇 9.1 44.6 エリトニア × － －
ホンジュラス 〇 9.4 0.59 〇 91.4 59.2 ガーナ 〇 － －
ジャマイカ 〇 41.1 57.7 ギニア × － －
メキシコ 〇 7.3 2.49 〇 22.8 45.5 ギニアビサウ 〇 － －
パナマ 〇 6.1 1.83 〇 20.3 51.9 ケニア × 4.2 0.37 〇 6.3 42.5
パラグアイ × 10.0 53.2 レソト × － 0.0
ペルー 〇 9.6 48.1 リビア × 2.9 0.45 〇 － －
スリナム 〇 － － マダガスカル 〇 － －
ドミニカ × 6.8 － モロッコ × 1.4 40.9
ウルグアイ 〇 5.9 45.3 ナミビア × 13.9 59.7
ベネズエラ 〇 9.1 2.56 〇 － － ナイジェリア × 0.2 0.27 〇 10.1 43.7

平均 11.4 5.85 22.6 49.2 セネガル × 7.9 41.3
中東 シエラレオネ 〇 3.2 62.9

アフガニスタン 〇 4.2 南アフリカ 〇 30.0 63.1
イラン 〇 0.5 2.45 〇 4.8 44.5 スーダン 〇 － －
イラク × 1.7 3.02 〇 18.6 タンザニア × 6.4 0.12 〇 8.0 63.1
イスラエル × 2.2 10.97 〇 2.0 37.6 チュニジア × 1.8 4.0
クウェート × － － ウガンダ 〇 10.7 44.3
レバノン × 13.2 1.65 × 5.4 － ジンバブエ 〇 15.1 50.1
パレスチナ × 5.6 － 平均 3.1 0.36 9.1 41.5
カタール 〇 7.1 －
サウジアラビア 〇 0.6 6.02 〇 6.5 － 総合計
トルコ × 1.7 1.63 〇 2.6 40.2 総平均 6.0 7.99 8.3 38.4
アラブ首長国連邦 〇 1.5 19.86 〇 － －

イエメン 〇 － － 〇 5.4 37.7

平均 3.4 6.5 6.3 40.0

〇：１７、×：４３　（２８％） 〇：８０、×：４９　（６２％）

〇：０、×：５　（０） 〇：１、×５　（１７％）

〇：７、×：３　（７０％） 〇：２２、×：５　（８１％）

〇：０、×：５　（０） 〇：１７、×：９　（６５％）

〇：５、×：１０　（３３％） 〇：１８、×３　（８６％） 〇：１、×：１５　（６％） 〇：１３、×：２５　（３４％）

〇：４、×：５　（４４％） 〇：９、×：２　（８２％）

1995年 2017年 1995年 2017年

 

 

 

 

※２：「殺人事件発生率」は、国民１０万人当たりの殺人発生件数。単

位：件／十万人 

（出典）1993Britanica Book of Year、2017 世界統計格付センタ

ーWeb サイト。 

   「GNP/cap」は、国民１人当たりの国内総生産。単位：千 US＄ 

（出典）1993 知恵蔵（朝日新聞社）  

   「ジニ係数」は、収入・資産の不平等を測る尺度。 

（出典）2017 世界統計格付センターWeb サイト。 

※１：「HGC 有無」欄の記号は、〇：有り、×：無し、を意味する。 

   地域ブロック欄（）内パーセンテージは、HGC を有する国の

割合。 
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（２）結果の分析 

 表－１から明らかなように、20 年ほど前には南北アメリカ大陸や中東に特徴的に見

られ、世界でも調査対象国の３割未満にしか存在しなかった HGC が、現在では６割

超の国々で存在が確認された。すなわちこの 20 年ほどの間に、HGC を有することが

世界の国々では一般化したということになる。 

図－１に、地域ブロックごとの HGC の有る国と無い国とで色分けした積み上げ棒

グラフを示す。オセアニアやヨーロッパ、アフリカでは前回調査の時点では、稀有な

る事例であったものが、この 20 年ですっかり一般化した様子が確認できる。特にアジ

アとアフリカでの分布拡大が顕著に見られる。 

 

図－１ 地域ブロック毎の HGC有無の変化 

 

 次に、HGC の有無と各国の諸指標との関係性を見るために、1995 年と 2017 年の

二回の調査時点での要因分析を行った。その結果を取りまとめたのが表－２と表－３

である。 

表－２  1995年時点での分散分析結果 

使用した指標 

不偏分散 
分散比 

（A/B) 

有意検定 

級間

(A) 

級内

(B) 
５％ ３％ １％ 

殺人事件発生率 

（件／10万人） 
255.4 52.2 4.89 〇 × × 

ＧＮＰ／ｃａｐ． 

(千米ドル／年) 
424.4 77.1 5.50 〇 〇 × 

カトリックorイスラム教

国（１）か否（０）か 
2.013 0.218 9.23 〇 〇 〇 

※「有意検定」欄で○印は有意の差が有ることを×印は無いことを表す。 
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表－３ 2017年時点での分散分析結果 

使用した指標 
不偏分散 分散比 

（A/B) 

有意検定 

級間(A) 級内(B) ５％ ３％ １％ 

殺人事件発生率 

（件／10万人） 
885.2 163.7 5.41 〇 〇 × 

ＧDＰ／ｃａｐ． 

(千米ドル／年) 
3248 508.8 6.38 〇 〇 × 

ジニ係数（％） 1443 86.78 16.6 〇 〇 〇 

カトリックorイスラム教国

（１）か否（０）か 
0.0356 0.236 0.151 × × × 

※「有意検定」欄で○印は有意の差が有ることを×印は無いことを表す。 

分析に用いた指標としては、治安指標としての「殺人事件発生率」と、文化指標と

しての「主要宗教（国民の半数以上が信仰している宗教がカトリックかイスラム教か）」

は同じであるが、経済指標としては、1995 年当時は用いていた GNP/cap に変えて、

データの整備により可能となった「一人当たりの国内総生産（GDP/cap）」と、貧富格

差を示す「ジニ係数」の２つを使用した。 

（３）結果の考察 

分析結果に見られるように、治安指標の説明力が 20 年前に比べて５％有意から３％

有意に向上している。この背景には、調査対象国の国民 10 万人当たりの殺人事件の発

生率の平均が、6.0 から 8,3（件／10 万人）に増加していることから、治安に対する世

界的なニーズの増大が背景となっていると理解できるのではないだろうか。 

次に、経済指標については、経済規模を表す指標としては、貧しい国に多く存在す

る傾向とその程度は、３％有意と 20 年前と変わらないが、新たに用いた貧困格差指標

であるジニ係数の説明力が１％有意と最も高くなっている。このことは、HGC という

一部の裕福な都市住民の環境改善のための囲われた住宅地という成り立ちからして、

納得のいく分析結果だと言える。 

意外であったのは、20 年前に最も有意性が高かった文化指標（主要宗教）が HGC

の有無に説明力を完全に失っていた点である。このことから、HGC が先に述べた世界

的な治安不安の中、その国の文化的な背景とは無縁に発展途上国や中進国で一般化し

つつあるということができるであろう。実際に各国の英文インターネット情報を検索

していると、富裕者を対象として HGC であることを売りにした不動産広告に数多く

出会った。 

以上の分析結果を踏まえて、高い有意性が認められた殺人事件発生率とジニ係数と

いう２指標を用いて HGC の有無をグラフ化したのが、図－２である。HGC を有する
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国は広く分布するが、HGC が無い国に着目すると、殺人事件発生率が低くジニ係数の

低い国、すなわち北欧諸国に代表される安全で平等な国々に偏っていることが確認で

きる。 

 

図－２ 貧富格差・犯罪率と HGCの有無（2017 年） 

 

２．海外調査 

（１）シグア教授招聘 

 著者が 20 年前に原初研究に取り組んだフィリピン大学 Diliman 校の前土木工学科

長 Sigua 教授が、平成 29 年秋から冬にかけて東京大学研究員として滞在中であった

ので、10 月 26-27 日の二日間、佐世保校に来ていただいてゼミ指導を行って頂いた。

また、次に紹介するフィリピン訪問について助言を頂いた。 

 

写真－1 HGC 研究に取組む意欲を有する学生達に指導する Sigua 教授 

（左から３年久田理菜、２年中里祥太郎、４年徳永和樹） 
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（２）フィリピン訪問 

 平成 29 年 11 月２-6 日、学生２名を伴ってフィリピン共和国マニラ首都圏を訪問、

現地調査を行った。また、平成 28 年度の HGC の国際分布調査に中心的に支援を行っ

て頂いたフィリピン大学 Diliman 校の国立交通研究センター（NCTS）を訪問して、

調査結果の分析についてご報告するとともに、意見交換を行った。 

 

写真－２ フィリピン大学 NCTS を訪問 

（左から２年中里祥太郎、３年久田理菜、NCTS ナパラン所長） 

 同行した学生たちは、自身の卒業研究の展開や職業選択を考えるうえで強い刺激を

受けたようであり、教育効果の高い訪問になったものと捉えている。 

 

（３）米国ポートランド訪問 

本年 3 月 3-6 日、米国ポートランドを訪問し現地調査や研究交流を行った。 

 ４日は終日、造園家Barmon David氏の案内でHGCを含む郊外住宅地を視察した。

HGC は高級住宅地の有する特性であるとの前提でこれまで取り組んできたことが必

ずしも当てはまらず、むしろ警戒心の強い住民が居住する空間としての特徴を有して

いることが明らかになった。 

 ５日は午前中、ポートランド州立大学の国家政策形成センター（NPCC）、同午後に

ハットフィールド行政学院にて、大学間交流と米国西海岸の街づくりについての情報

収集を行った。 
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写真－３ ポートランド州立大学 NPCC にて意見交換 

（左から３人目は、本学について紹介する石田聖講師） 

  

３．長崎の類例 

 研究成果を長崎に活かすという視点から、長崎県内における HGC の類例に着目し

て調査を実施した。その結果、次に示す３例がピックアップされた。 

 

（１）出島 

 冒頭に述べたように、わが国では HGC に該当する事例は存在していない。しかし

ながら、歴史上これに該当する事例として、江戸時代に唯一海外に門戸を開かれてい

た長崎出島の存在が注目される。 

出島は、1636 年に来航ポルトガル人の居住地として建設され、1641 年からはオラ

ンダ商館として約 220 年もの間日本とヨーロッパの交流拠点として活用されていた。

形式としては、海を埋め立てて建設されていることから周辺を海で囲まれており、1

カ所だけ設けられた関門によって内外の出入りが厳しく管理されていた1）（図－３参

照）。居住としての用途，外部からの隔離，交通の制限など、形式的には現代の HGC

と類似し、定義にも概ね当てはまると言えるが、当時の出島は日本に駐留していた外

国人を監視するといった役割のもと存在しており、単に住宅団地として存在している

HGC とは存在意義という点で区別せざるを得ない。 

                                                   
1） 出島 - 【日本の歴史巡り】www.jphistoryrd.com/edo/dezi.html 2018 年 1 月 10 日 
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図－３ 往時の出島 

出所：Google（https://www.google.co.jp） 

 

（２）ワッセナー（長崎県佐世保市ハウステンボス町） 

 ワッセナーは、長崎県佐世保市にあるテーマパーク「ハウステンボス」敷地内に存

在する住宅街であり、ハウステンボスが開園時より掲げている定住型リゾートという

コンセプトのもとに建設された2）。敷地内は戸建て 129 戸とマンション 120 戸による

分譲地となっており、敷地の周辺には運河が流れている（図－４参照）。建築形式はオ

ランダの民家を再現しながらも別荘地としての適正価格を維持するというこだわりの

もとデザインされている3）。運河によって隔離されている敷地への入り口は 2 ヵ所設

けられており、ゲートによって敷地内外の交通が管理されている（図－５参照）。 

    

写真－４ ワッセナーを囲む運河     写真－5 ワッセナーの出入り口 

出所：Google（https://www.google.co.jp）  出所：Google（https://www.google.co.jp） 

                                                   
2） 上之郷利昭『ハウステンボス物語』1992 年 P149-153 
3） 同上書 

https://www.google.co.jp/
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ワッセナー内部の物件価格は、開園当時一戸建てタイプの平均価格が約 1 億 5000

万円だったものが現在ではホームページに掲載されている物件価格から割り出すと平

均約 5900 万円となっている。当時は今より地価が 3 倍近く高かったため、別荘とし

ての適正価格を維持というコンセプトは現在も守られていると言える4）（表－４参照）。 

表－４ ワッセナーの物件価格と長崎県内における地価平均の推移 

物件価格平均 県内の地価平均

１９９２年 約１億５０００万円 15万2277円

２０１７年 約５９００万円 4万8116円
 

出所：長崎県の土地価格相場・地価公示価格ランキング（https://tochidai.info/nagasaki/） 

  ワッセナー（分譲住宅）仲介物件情報（www.htbtc.co.jp/business/wassenaar/） 

上之郷利昭『ハウステンボス物語』1992 P149-153  内データより作成 

 

このように、一見すると HGC の条件に当てはまりそうなこのワッセナーだが、ワ

ッセナー内の物件は居住目的というより別荘目的で利用されているケースが多く、

HGC の定義②用途：住宅用途に利用されていることという条件に当てはまらない。し

かし、このワッセナーこそが現在日本に存在している事例の中で GCs の定義に最も近

い事例の 1 つだと言えるであう。 

 

（３）ハウステンボスの城壁整備構想 

 平成 30 年 2 月 9 日、日経新聞に「ハウステンボスに城壁」という見出しの記事が

掲載された。内容は、今後数年をかけて全長２キロの城壁をハウステンボスの周囲に

築くことで、外からパーク内を見えなくし、城壁をくぐることで別世界が開ける演出

効果を狙うというものである。 

ハウステンボスに隣接する高級ホテルの支配人に聞き取りしたところ、同紙記者が

ハウステンボスの澤田社長から直接聞き出した社長の思いということのようで、未だ

会社の意思決定とまでは言えないようであるが、HGC の国内で最も類似性が高い事例

であるワッセナーを有するテーマパークであるハウステンボスの今後の展開が注目さ

れるところである。 

                                                   
4） 同上書 
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写真－６ ハウステンボスの城壁設置構想を報じる記事 

（日本経済新聞、平成３０年２月９日） 

 

 

Ⅲ．研究成果 

 

１．紀要発表 

 HGC の国際展開に関する部分については「長崎県立大学論集」第 51 巻、第１・２

号（H29.9）に「戸建て住宅型ゲーテッド・コミュニティの世界分布拡大に関する考

察 -20 年間の環境変化が住宅地の安全管理にもたらしたもの-」として掲載された。 

 

２．卒業論文 

 平成２９年度は、ゼミ４年生であった徳永和樹が卒業論文「『囲郭居住システム』の

世界及び日本への展開について」と題して取りまとめたほか、同３年生の久田里菜、

２年生の中里祥太郎が卒論のテーマとして興味をもって取り組んでくれた。 
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Ⅳ．おわりに 

 

２年間にわたって行った囲郭居住システム（HGC）の国際分布研究では、20 年を

経た HGC の国ごとの有無に関する二度の調査を踏まえて、社会のグローバリズムの

進展と治安の悪化という２つの要素を背景に、都市の形態特性の一つと考えられる

HGC の存在条件として、従来の文化特性が消え失せて均質化が進んでいることが明ら

かになった。 

 その背景となっているのは、安全な住宅を求める富裕者を対象としたマーケットの

拡大ではないかと考える。インターネット情報の確認を行っている際に、安全を求め

る富裕者層を顧客とする不動産会社の販売戦略として、HGC が強くかつ頻繁に強調さ

れている点が印象的で、そのマーケットの大きさを感じさせられたからである。 

他方で、現時点での HGC 国別有無に関する決定指標としてジニ係数が突出してい

る点が特筆に値する。貧富格差の増大が、このような差別的とも言える都市のサブシ

ステムを拡大していると考えるものである。 

国家運営の特質という点では、福祉国家の３類型の中でも「社会民主レジーム」に

分類される北欧諸国 12)で、HGC を有する国が存在しない点が特筆される。その背景

には、国の在り方に関する政策決定が貧富格差に影響し、それが治安の安定と HGC

のようなシステムの成立を阻止する要因になっているのではないかと考える。 

日本国内には、現時点では HGC の存在は確認できなかったが、今後の貧富格差の

推移や、海外労働者の拡大などによる治安状況などの変化は、将来の設置に影響力を

及ぼすものと考える。現に長崎は歴史的に海外との交流の窓口として伸びてきた土地

であり、今後のわが国の課題である労働力不足を補うために各地で起きている文化的

摩擦に対しても強みを発揮できる土地であると言われている 13)。 

それらの点に注目しながら、本研究の成果を地元西九州、長崎、佐世保地域の発展

に活かしていきたい。 
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